
【流域治水の施策イメージ】

出典：【概要】気候変動を踏まえた水害対策のあり方について答申（国土交通省，令和２年７月）

社会全体として総合的かつ多層的な災害対策の取組みの必要性社会変化

・国では河川流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う治水対策「流域治水」への転換がすすめられてお
り、各都市において雨水貯留機能の拡大や河川流水の貯留など、土地利用と一体になったハード・ソフトの対応
が求められる。
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E.異常気象に伴う自然災害の頻発化・激甚化
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みどりを活用した取り組み事例

E.異常気象に伴う自然災害の頻発化・激甚化

出典：パンフレット「安満遺跡公園内雨水貯留施設」

《みどりを活かした防災街づくりのイメージ（世田谷区）》
出典：世田谷区みどりの基本計画（2018～2027）

《雨水を一時貯留することで下流域の浸水被害を軽減することを目
的に公園地下に雨水貯留施設を整備（高槻市安満遺跡公園）》



グリーンインフラとしてのみどりの価値の見直し

公園等の災害時利用の多様化（避難場所、仮設住宅、災害ごみ等の一時
保管など）

みどりに求められる役割の変化

E.異常気象に伴う自然災害の頻発化・激甚化

自然災害の被害を最小限にする樹木の適正な維持管理

気候変動に適応したグリーンインフラの活用事例「グランモール公園」

出典：気候変動に適応したグリーンインフラの活用【浸水対策の強化と良好な水循環】（横浜市環境創造局）
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F.技術開発の動向
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動向 ICTの急速な普及

・世界の IoT デバイス数は、2018 年時点ではスマートフォンや通信機器などの「通信」がもっとも多いが、今後は、
IoT 化の進展が見込まれる「自動車・輸送機器」や「医療」、「産業用途（工場、インフラ、物流）」などの高成長が予
測されている。

【世界のIoTデバイス数の推移および予測】
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F.技術開発の動向

出典：令和元年版 情報通信白書

【世界のAR/VR市場規模等の推移及び予測】



動向 データを活用したまちづくりの拡大

・国においては、官民の様々なデータを活用することでまちづくりが高度化することを期待しており、公園の分野に
おいても設計や運営、民間事業導入の際にデータを活用することで高付加価値化されること等を求めている。

【公園の設計、運営におけるデータ活用イメージ】
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F.技術開発の動向

出典：データを活用したまちづくり（取組のヒントと事例）（国土交通省都市局 03.2021 Ver.1.0）」


